
代
表
的
研
究
所
を
訪
ね
る
②

　
　
　
　
　
　
　
～
建
築
研
究
所
と
国
土
地
理
院
～

　
「
安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
住
宅
・
建
築
・

都
市
の
実
現
に
向
け
て
（Tow

ards Realization 
of safe, Secure and Sustainable H

ousing, 
Buildings and U

rban Com
m

unities

）」

　

独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所（
以
下
建
築
研
究
所
）

が
発
刊
す
る
案
内
書
の
巻
頭
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
案

内
書
は
外
国
人
研
究
者
や
外
国
の
研
究
所
の
た
め
に

和
文
と
英
文
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
同
研
究
所
が
国

際
的
な
研
究
や
提
携
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。「
安
全
・
安
心
」
が
「
災
害
大
国
」
日
本

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
久
し
い
。
人
類
の
平
和
で

安
定
し
た
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
「
衣
食
住
」
の
う

ち
「
住
」
を
研
究
し
開
発
す
る
日
本
を
代
表
す
る
研

究
機
関
に
深
い
関
心
と
強
い
期
待
を
抱
か
ざ
る
を
得

な
い
。「
住
」
は
命
と
財
産
の
代
名
詞
で
あ
る
。
案

内
書
に
は
坂
本
雄
三
理
事
長
（
工
学
博
士
、
平
成
26

年
現
在
）
の
「
巻
頭
言
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
建
築
研
究
所
は
住
宅
・
建
築
・
都
市
計
画
技
術

に
関
す
る
研
究
開
発
、
地
震
工
学
に
関
す
る
研
修
等

の
幅
広
い
活
動
を
、
公
的
機
関
と
し
て
の
公
正
・
中

立
の
立
場
で
、
総
合
的
、
組
織
的
、
継
続
的
に
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

25
％
だ
が
、
世
界
で
起
き
る
地
震
の
う
ち
約
２
割
が

日
本
で
起
き
、
活
火
山
は
７
％
が
集
中
し
て
い
る
。

台
風
や
大
雪
に
し
ば
し
ば
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
内
閣

府
の
ま
と
め
で
は
、
２
０
０
１
年
ま
で
の
30
年
間
の

被
害
額
は
世
界
の
16
％
を
占
め
た
。
災
害
は
地
域
や

時
代
で
異
な
る
。
関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
年
）
で

は
火
災
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
大
震
災
が
な

か
っ
た
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
海
岸
や
池
が
埋

め
ら
れ
、
山
も
削
ら
れ
た
。
災
害
に
弱
い
場
所
に
ビ

ル
や
住
宅
、
道
路
、
工
場
が
立
ち
並
び
、
社
会
が

抱
え
る
リ
ス
ク
は
拡
大
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
年
）
で
は
、
倒
れ
た
住
宅
や
家
具
に
よ

る
犠
牲
者
が
相
次
い
だ
。

　

活
断
層
、
津
波
が
襲
来
す
る
海
岸
、
軟
弱
な
地
盤
、

崩
れ
や
す
い
斜
面
、
火
山
噴
火
…
。
災
害
を
な
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
。「
減
災
」
に
向
け
、
ま
ず
は
身

の
周
り
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
知
り
、
迫
り
く
る
危
機

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
国
は
も
と
よ
り
地
方
自
治

体
が
災
害
対
策
を
急
ぐ
背
景
に
は
、
東
日
本
大
震
災

を
機
に
日
本
が
抱
え
る
「
災
害
リ
ス
ク
」
か
ら
目
を

背
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
参

考
：
「
朝
日
新
聞
」
平
成
24
年
８
月
27
日
付
記
事
）。

◇

　

伝
統
と
実
績
を
誇
る
建
築
研
究
所
の
足
跡
を
略

記
す
る
。『
建
築
研
究
所
50
年
』（
平
成
８
年
10
月

刊
）
に
よ
れ
ば
、
同
研
究
所
は
そ
の
原
点
を
大
正
時

代
の
国
会
議
事
堂
の
建
築
に
関
連
し
て
設
け
ら
れ
た

大
蔵
省
営
繕
管
財
局
議
院
建
築
材
料
試
験
室
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
戦
時
中
の
昭
和
17
年

（
１
９
４
２
）
に
大
蔵
大
臣
官
房
営
繕
課
建
築
研
究

室
と
し
て
防
衛
施
設
、
戦
時
建
築
設
計
基
準
、
代
用

資
材
等
の
研
究
を
専
門
に
扱
う
こ
と
と
な
り
、
建
築

研
究
所
の
源
流
は
成
立
し
た
。
そ
の
後
建
築
研
究
室

は
山
梨
県
内
へ
の
疎
開
の
時
期
を
経
て
、
終
戦
後
昭

和
20
年
、
東
京
・
新
宿
百
人
町
の
旧
第
七
陸
軍
技
術

研
究
所
の
敷
地
施
設
を
引
き
継
い
だ
。
同
21
年
旧
内

務
省
防
空
研
究
所
の
一
部
を
合
併
し
て
、
こ
こ
に
実

質
的
に
建
築
研
究
所
の
創
設
を
迎
え
、
同
23
年
建
設

省
の
誕
生
と
と
も
に
建
設
省
建
築
研
究
所
が
確
立
し

た
。
そ
の
後
同
研
究
所
は
国
内
外
の
研
究
中
核
と
し

て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
昭
和
54
年
筑
波
研

究
学
園
都
市
に
移
転
し
た
。
平
成
13
年
に
独
立
行
政

法
人
建
築
研
究
所
と
な
り
、
同
年
発
足
し
た
国
土
交

通
省
に
は
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
（
国
総
研
）

が
設
立
さ
れ
た
。

　

建
築
研
究
所
は
つ
く

ば
市
北
部
に
広
大
な
敷

地
を
構
え
て
い
る
（
こ

の
緑
豊
か
な
敷
地
は
つ

く
ば
市
内
の
「
桜
の
名

所
」
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。
研
究
所
の
使

命
に
ふ
さ
わ
し
い
名
所

と
言
え
よ
う
か
）。
案
内

書
で
は
、
同
研
究
所
の

立
場
を
「
ア
ン
パ
イ
ヤ
」

に
た
と
え
て
い
る
。「（
同

研
究
所
は
）
公
的
研
究

機
関
と
し
て
の
公
平
・

中
立
な
立
場
（
ア
ン
パ

イ
ヤ
側
）
を
活
か
し
、

国
の
関
連
行
政
施
策
の
立
案
や
技
術
基
準
の
策
定
等

に
反
映
で
き
る
研
究
開
発
を
行
い
、
そ
の
成
果
が
民

間
（
プ
レ
ー
ヤ
ー
側
）
の
技
術
開
発
や
設
計
・
施
工

の
現
場
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
住

宅
・
建
築
・
都
市
の
質
の
確
保
・
向
上
に
貢
献
し
ま

す
」。
う
ま
い
比
喩
で
あ
る
。

　

ア
ン
パ
イ
ヤ
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
た
め
に
（
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
果
敢
に
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
に
）
ジ
ャ
ッ
ジ

を
心
が
け
て
い
る
訳
で
あ
る
。
研
究
や
実
験
の
成
果

が
民
間
（
プ
レ
ー
ヤ
ー
側
）
の
技
術
開
発
や
設
計
・

施
工
の
現
場
で
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
研
究
所
の
存

在
意
義
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

研
究
所
の
組
織
を
見
て
み
よ
う
。
６
つ
の
研
究

グ
ル
ー
プ
と
１
つ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
面
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
は
４
つ
で
、
１
構

造
研
究
グ
ル
ー
プ
、
２
環
境
研
究
グ
ル
ー
プ
、
３
防

火
研
究
グ
ル
ー
プ
、
４
材
料
研
究
グ
ル
ー
プ
。
ソ
フ

ト
面
を
研
究
す
る
の
は
２
つ
で
、
５
建
築
生
産
研
究

グ
ル
ー
プ
、
６
住
宅
・
都
市
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
は
国
際
地
震
工
学
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
常

勤
職
員
は
87
人
で
、
う
ち
研
究
者
が
58
人
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
博
士
号
取
得
者
は
49
人
と
84
％
に
も
上
っ

て
い
る
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
で
あ
る
こ
と
を
如
実

に
物
語
っ
て
い
る
。

　

研
究
成
果
は
国
内
の
民
間
建
築
活
動
の
質
の
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
を
示
す
例
の
一

つ
が
「
平
成
24
年
度
建
設
投
資
見
通
し
（
合
計
45
・

３
兆
円
）」（
国
土
交
通
省
）
で
、
建
築
・
民
間
が

47
％
を
占
め
て
最
高
額
と
ほ
ぼ
半
数
と
な
っ
て
お
り
、

次
い
で
土
木
・
公
共
の
35
％
、
土
木
・
民
間
の
11
％
、

建
築
・
公
共
の
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
建
築
研
究
所

が
国
民
生
活
に
直
結
す
る
民
間
建
設
事
業
に
、
よ
り

良
好
な
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
（
資
材
・
技
術
・
助
言
・

情
報
な
ど
）
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

◇

　

研
究
開
発
の
主
な
テ
ー
マ
や
具
体
例
を
見
て
み

よ
う
。

①�

社
会
的
に
重
要
性
が
高
い
テ
ー
マ
に
重
点
化
し

た
研
究
開
発
の
推
進

　

○ ‌�

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
の
開
発
：

　
　

�

省
エ
ネ
性
能
評
価
法
の
高
度
化
と
併
せ
て
、
建

物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
住
宅
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅
）
の
設
計
法
を
開
発
す
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅
と
はLife-Cycle Carbon M

inus housing

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

○‌�

中
層
・
大
規
模
木
造
建
築
物
の
設
計
・
評
価

法
の
開
発
：

　
　

�

建
築
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
必
要
な

試
験
・
評
価
法
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
中
層
・

大
規
模
木
造
建
築
物
の
構
造
設
計
法
な
ど
中

小
事
業
者
向
け
技
術
指
針
を
作
成
す
る
。

　

○�

巨
大
地
震
に
対
す
る
超
高
層
建
築
物
の
安
全

対
策
：

　
　

�

連
動
型
の
巨
大
地
震
に
対
応
し
て
設
計
用
長

周
期
地
震
動
の
作
成
法
を
高
度
化
す
る
と
と

も
に
、
超
高
層
建
築
物
の
耐
震
安
全
性
を
評

価
す
る
た
め
の
判
断
基
準
の
明
確
化
を
行
う
。

　

○�

津
波
に
対
す
る
建
築
物
安
全
性
向
上
技
術
の

開
発
：

　
　

�

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
津
波
に

対
し
て
安
全
な
建
築
物
の
技
術
基
準
を
整
備

す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
う
。

②�

国
土
交
通
大
臣
よ
り
示
さ
れ
た
４
つ
の
研
究
開

発
目
標

　

○�

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
環
境
関
連
技

術
を
駆
使
し
た
産
業
戦
略
）
に
よ
る
持
続
可

能
な
住
宅
・
建
築
・
都
市
の
実
現
。

　

○�

安
全
・
安
心
な
住
宅
・
建
築
・
都
市
の
実
現
。

　

○�

人
口
減
少
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
住
宅
・
建
築
・

東
日
本
大
震
災
で
は
、
我
々
の
日
常
生
活
を
一
瞬
に

し
て
破
壊
す
る
自
然
の
猛
威
を
目
の
当
た
り
に
し
、

住
宅
・
建
築
・
都
市
の
分
野
に
お
い
て
我
々
が
学
ぶ

べ
き
こ
と
が
依
然
と
し
て
多
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

我
々
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
対
策
を
は
じ
め
、

住
宅
・
建
築
・
都
市
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
、
世
界
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
高
齢
社
会
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
・
再

生
、
建
築
・
都
市
計
画
技
術
を
通
じ
た
国
際
貢
献
な

ど
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
研
究
所
は
、こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、

産
学
官
民
の
皆
様
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

総
力
を
あ
げ
て
、
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」。

　

東
日
本
大
震
災
が
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た

こ
と
は
、
つ
く
ば
の
他
の
研
究
機
関
も
同
様
で
あ
る

が
、
建
築
研
究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
は
こ
と
の
他

衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
研
究
所
は

地
震
発
生
直
後
に
被
災
地
に
直
ち
に
研
究
者
を
派
遣

し
、
建
築
物
や
宅
地
の
被
害
に
つ
い
て
集
中
的
に
徹

底
し
た
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
報
告
は
今
後
起

り
得
る
大
規
模
災
害
対
策
の
確
立
に
役
立
つ
も
の
と

し
て
評
価
さ
れ
た

　

日
本
列
島
の
国
土
は
地
球
の
陸
地
の
わ
ず
か
０
・

つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
８
回

建築研究所全景と筑波山（同研究所提供）　



和
58
年
に
は
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
全
国
整
備
が

完
了
す
る
。
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
平
成
13

年
国
土
交
通
省
発
足
に
伴
い
同
省
の
特
別
機
関
と
な

り
、災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
機
関
と
な
る
。

平
成
25
年
に
「
電
子
地
形
図
２
５
０
０
０
」
の
全
国

整
備
が
完
了
し
た
。
職
員
７
０
０
人
の
う
ち
７
割
が

つ
く
ば
の
本
院
勤
務
で
あ
る
。

◇

　

案
内
書
に
従
っ
て
そ
の
役
割
や
成
果
を
紹
介
す
る

（
こ
こ
で
も
専
門
用
語
が
出
て
く
る
こ
と
を
ご
容
赦

願
い
た
い
）。

①�

す
べ
て
の
測
量
の
基
礎
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
。

　

す
べ
て
の
測
量
の
基
礎
と
な
る
国
家
基
準
点
体
系

を
適
切
か
つ
効
率
的
に
維
持
・
管
理
す
る
た
め
、
国

土
地
理
院
は
最
新
の
手
法
を
用
い
て
基
準
点
等
の
測

量
を
行
い
、
国
土
の
変
動
を
監
視
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
電
子
基
準
点
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
ア
メ
リ
カ
）
や
準
天

頂
衛
星
（
日
本
）
と
い
っ
た
測
位
衛
星
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）

の
信
号
を
常
時
受
信
す
る
最
新
の
基
準
点
で
、
全
国

に
約
20
㎞
の
間
隔
で
約
１
３
０
０
点
設
置
さ
れ
て
い

る
。
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
測
量
は
天
体
か
ら
の
電
波
を
複
数
の

ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し
、
そ
の
到
着
時
刻
差
を
解
析
す

る
こ
と
に
よ
り
ア
ン
テ
ナ
相
互
間
の
位
置
関
係
を
正

確
に
求
め
る
技
術
で
あ
る
。

②�

電
子
地
図
の
充
実
に
よ
る
地
理
空
間
情
報
の
活
用

を
促
進
す
る
。

　

電
子
国
土
基
本
図
は
、
日
本
の
領
土
を
適
切
に
表

示
す
る
と
と
も
に
、
全
国
土
の
現
在
の
状
況
を
示
す

最
も
基
本
的
な
情
報
で
あ
り
、
他
の
地
図
等
の
基
礎

と
な
る
地
理
空
間
情
報
で
あ
る
。
電
子
国
土
基
本
図

は
、
従
来
の
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
を
ベ
ー
ス
と

し
つ
つ
基
盤
地
図
情
報
を
位
置
の
基
準
と
し
た
「
地

図
情
報
」、
空
中
写
真
画
像
を
地
図
と
ぴ
っ
た
り
重

ね
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
加
工
し
た
「
正
射
画
像
」、

都
市
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
・
再
生
。

　

○�

建
築
・
都
市
計
画
技
術
に
よ
る
国
際
貢
献
と
情

報
化
へ
の
対
応
。

③
国
際
地
震
工
学
研
修

　

世
界
的
な
地
震
防
災
対
策
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

と
共
同
で
、
開
発
途
上
国
の
研
究
者
や
技
術
者
に
対

す
る
地
震
学
・
地
震
工
学
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
修
了
生
は
98
カ
国
１
５
８
８
人
に
達
し
て

い
る
（
平
成
25
年
３
月
現
在
）。
地
震
工
学
通
年
研

修
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
政
策
研
究
大
学
院
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
、
修
了
生
に
修
士
号
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル
地
震
観
測
研
修
は
、

地
震
観
測
の
み
な
ら
ず
地
下
核
実
験
の
監
視
に
も
役

立
つ
全
地
球
的
な
地
震
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

と
運
用
に
必
要
な
専
門
家
を
養
成
す
る
た
め
に
開
設

さ
れ
た
。

　

建
築
研
究
所
の
主
な
研
究
施
設
を
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
が
、
豊
か
な
生
活
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
や
は

り
住
環
境
に
あ
る
、
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

◇

　

次
い
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
へ
の
訪
問
記
で

あ
る
。
国
土
地
理
院
が
、
国
土
の
基
本
的
な
測
量
と

地
図
の
整
備
を
行
い
、
宇
宙
測
地
、
地
震
・
火
山
噴

火
予
知
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
等
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
幅
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。「
価
値
あ
る
使
い
や
す
い
地
理
空
間
情

報
の
提
供
を
目
指
し
て
」。
案
内
書
の
表
紙
に
大
き

く
掲
げ
ら
れ
た
「
目
標
」
で
あ
り
「
使
命
」
で
あ
る
。

　

筑
波
研
究
学
園
都
市
に
あ
る
多
く
の
研
究
等
機
関

の
中
で
、
一
般
の
人
気
が
高
い
機
関
は
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、
国
土
地
理
院
、
産
総

研
（
順
不
同
）
で
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も
一
般
公

居
住
地
名
や
自
然
地
名
等
の「
地
名
情
報
」か
ら
な
っ

て
い
る
。

　
「
地
理
空
間
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
は
「
地
理
院
地

図
（
電
子
国
土W

eb

シ
ス
テ
ム
）」
を
ベ
ー
ス
に
国

土
地
理
院
の
地
図
・
空
中
写
真
、
基
準
点
等
の
地
理

空
間
情
報
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
整
備
し
た
測
量

成
果
（
公
共
測
量
結
果
）
等
の
各
種
地
理
空
間
情
報

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
検
索
し
、
閲
覧
・

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
地
理
空
間
情
報

の
紹
介
を
し
て
い
る
。

③
防
災
関
連
の
情
報
を
整
備
し
提
供
す
る
。

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
政
府
の
指
定
行
政
機

関
と
し
て
、
災
害
時
に
関
係
機
関
や
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
測
量
用
航
空
機
「
く
に
か

ぜ
」
等
に
よ
る
空
中
写
真
の
撮
影
体
制
を
常
時
確
保

し
て
い
る
。
地
震
、
火
山
噴
火
、
水
害
等
の
大
規
模

な
災
害
発
生
時
に
は
、
撮
影
し
た
空
中
写
真
の
詳
細

な
画
像
デ
ー
タ
を
速
や
か
に
関
係
機
関
に
提
供
し
て

い
る
。
同
時
に
地
理
空
間
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
し

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
が

被
災
地
の
関
係
機
関
や
地
方
公
共
団
体
に
提
供
さ

れ
、
現
地
に
お
け
る
救
難
活
動
、
道
路
・
鉄
道
・
空

港
等
の
基
幹
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
被
災
状
況
の
把
握
、

災
害
査
定
、
農
地
で
の
津
波
被
害
調
査
、
建
物
の
被

災
証
明
発
行
等
、
多
く
の
分
野
で
災
害
対
応
業
務
に

活
用
さ
れ
た
。

　
「
水
害
対
策
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
の

活
用
」
を
紹
介
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
は
、

特
に
平
地
部
の
微
細
な
起
伏
や
台
地
の
地
形
が
表
現

で
き
る
こ
と
か
ら
、市
街
地
の
旧
河
道
や
自
然
堤
防
、

高
台
・
坂
・
谷
等
も
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
局
地
的
な
地
形
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
レ
ベ
ル

の
広
域
な
地
形
特
性
も
把
握
で
き
、
地
域
の
防
災
活

動
や
洪
水
・
高
潮
・
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

開
、
イ
ベ
ン
ト
、
積
極
広
報
を
進
め
て
い
る
こ
と
の

大
き
な
成
果
で
あ
る
が
、
少
年
少
女
の
科
学
的
想
像

力
を
刺
激
す
る
テ
ー
マ
が
目
白
押
し
で
あ
る
こ
と
も

人
気
の
秘
密
の
よ
う
だ
。
夢
を
描
か
せ
る
の
だ
ろ

う
（
６
月
３
日
は
「
測
量
の
日
」
で
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
が
待
っ
て
い
る
）。
国
土
地
理
院
は
巨
大
な
（
日

本
一
？
の
）
測
量
用
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」

も
人
気
を
集
め
て
い
る
よ
う
だ
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
と
い
う
驚
異
的
な
振
度
を
記

録
し
た
東
日
本
大
震
災
の
際
、
国
土
地
理
院
で
は
電

子
基
準
点
「
牡お

鹿し
か

」
が
東
南
東
方
向
へ
約
５
・
３
ｍ

動
き
、
約
１
・
２
ｍ
沈
下
す
る
な
ど
広
範
囲
で
地
殻

変
動
を
キ
ャ
ッ
チ
し
直
ち
に
公
表
し
た
。
東
北
地
方

か
ら
太
平
洋
の
東
南
東
方
向
へ
無
数
の
線
が
引
っ
張

る
よ
う
に
激
し
く
走
る
あ
の
衝
撃
的
な
情
報（
映
像
）

で
あ
る
。
大
地
震
の
際
、
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
（
Ｓ

Ａ
Ｒ
）
と
電
子
基
準
点
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
連
続
観
測
点
）

の
融
合
解
析
に
よ
り
、
東
北
地
方
の
地
殻
変
動
を
面

的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
合
成

開
口
レ
ー
ダ
ー
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
）
と
は
人
工
衛
星
か
ら
電

波
を
送
受
信
し
て
地
表
面
の
変
動
を
監
視
す
る
最
新

鋭
の
技
術
で
あ
る
。
こ
の
情
報
は
地
震
現
象
の
解
明

や
高
潮
へ
の
防
災
情
報
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

国
土
地
理
院
の
歩
み
を
略
記
す
る
。
そ
の
歴
史
は

１
４
０
年
前
の
明
治
初
期
（
文
明
開
化
期
）
に
ま
で

遡さ
か
の
ぼる
。
日
本
政
府
の
機
関
で
は
最
も
長
い
伝
統
と

実
績
を
誇
る
組
織
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
明
治
２
年

（
１
８
６
９
）
民
部
官
に
庶
務
司
戸
籍
地
図
掛
を
設

置
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
内
務
省
か
ら

兵
部
省
、
陸
軍
、
参
謀
本
部
を
経
て
戦
後
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）
に
建
設
省
が
発
足
し
た
際
、
地
理
調

査
所
は
同
省
の
付
属
機
関
と
な
る
。
昭
和
35
年
に
地

理
調
査
所
を
国
土
地
理
院
に
名
称
を
変
更
し
た
。
昭

の
基
礎
資
料
、
災
害
時
の
避
難
計
画
、
地
域
教
育
等

の
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

④�

地
理
空
間
情
報
の
円
滑
な
流
通
・
活
用
を
推
進
す
る
。

　

地
域
の
産
官
学
連
携
に
関
す
る
会
議
の
設
置
等
、

地
域
関
係
者
間
の
連
携
・
協
力
関
係
を
確
立
す
る
取

り
組
み
や
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の

構
築
の
取
り
組
み
を
段
階
的
に
展
開
し
て
い
る
。
い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
様
々
な
地
理
空
間
情
報
を
共
有
・

活
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

国
土
地
理
院
は
、
土
地
の
測
量
に
関
す
る
唯
一
の

国
の
機
関
と
し
て
、
日
本
で
実
施
さ
れ
る
公
共
測
量

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
公
共
測
量
の
実
施
に
あ

た
っ
て
、
測
量
の
正
確
さ
と
測
量
成
果
の
品
質
を
確

保
す
る
た
め
の
施
策
や
国
の
機
関
、
公
共
団
体
等
の

測
量
計
画
機
関
に
お
け
る
地
理
空
間
情
報
活
用
に
よ

る
測
量
の
重
複
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し

て
い
る
。
同
時
に
測
量
計
画
機
関
が
公
共
測
量
を
し

よ
う
と
す
る
時
に
提
出
さ
れ
る
実
施
計
画
書
を
確
認

し
、
必
要
な
精
度
が
得
ら
れ
る
測
量
方
法
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
か
、
他
の
公
共
測
量
成
果
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
な
実
施
が
可
能
で
は
な
い
か

等
の
観
点
で
技
術
的
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
国
内
外
機
関
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

　

Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
の
国
際
観
測
を
推
進
す
る
た
め
国
際
Ｖ

Ｌ
Ｂ
Ｉ
事
業
（
Ｉ
Ｖ
Ｓ
）
に
参
加
し
、
協
働
観
測
や

相
関
処
理
局
及
び
解
析
セ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
ま
た
評
議
員
を
派
遣
し
Ｉ
Ｖ
Ｓ
の
運
営
に
積

極
的
に
関
与
し
て
い
る
。
解
析
の
結
果
は
、
国
際
地

球
基
準
座
標
系
の
構
築
や
地
球
規
模
の
プ
レ
ー
ト
運

動
の
監
視
及
び
地
球
の
自
転
速
度
の
計
測
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

国
土
地
理
院
は
地
球
地
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
国
際

運
営
委
員
会
の
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。
地
球
地
図

と
は
地
球
環
境
問
題
等
地
球
規
模
の
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
世
界
各
国
の
地
球
空
間
情
報
当
局
の
協
力

で
整
備
す
る
地
球
の
全
陸
地
の
統
一
仕
様
の
デ
ジ
タ

ル
地
理
空
間
情
報
で
あ
る
。
１
６
６
の
国
と
16
の
地

域
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
地
球
地
図
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
国
土
地
理
院
は
日
本
の
地
理
空
間
情

報
技
術
研
究
・
開
発
の
中
核
で
も
あ
る
。
内
外
に「
開

か
れ
た
」機
関
と
し
て
そ
の
使
命
は
計
り
知
れ
な
い
。

そ
の
測
量
成
果
や
地
理
空
間
情
報
の
積
極
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
国
の
機
関
や
主
要
な
大
学
と
協
定
を

結
び
技
術
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。
技
術
研
究
開

発
が
必
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
公
募
で
協
力
者

を
求
め
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
公
募
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
。

（
参
考
文
献
：
建
築
研
究
所
と
国
土
地
理
院
か
ら
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
資
料
、
関
連
論
文
、
新
聞
記
事
等
は
か
な
り
の
数
に

上
る
。
紙
数
の
制
限
も
あ
り
文
献
名
を
記
す
の
は
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
く
）

（
つ
づ
く
）。

国土地理院全景（同院提供）


